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は じ め に
　第二次世界大戦後の新制大学における教養教育
は，約10年ごとに見直し論議を繰り返しながら
1991年の大学設置基準の緩和（以下，大綱化）ま
で，一律の単位基準で運用されてきた（森 1983，
石部 1997）。
　大綱化をうけて全国の大学が教養教育の改革に
取り組み，国公立大学では教養部の廃止，自由化
がすすみ，私立大学では語学（正式には外国語，
以下語学），体育（正式には保健体育，以下体
育），一般教育の大学ごとの改革，自由化がすす
んだ（森 1996，2004）。
　その後，大学生の学力低下問題も検討課題にあ
がりアメリカの大学で取り組まれていた初年次教
育や導入教育の必要度が高まり，日本の大学でも
新しい教養教育科目として開講され現在に至って
いる（2011年度からはキャリア教育も義務づけら
れた）。
　こうした変化の中で，国公立大学では高等教育
センターが設置され，私立大学でも同様の全学組
織が多くの大学でつくられ，上記初年次や導入科
目も全学部共通教育科目という位置づけで取り組
まれている。
　保健体育科目についてもこうしたながれを受け
て，科目区分や体育科目の位置づけが変更され，
多様な取り組みが各々の大学の現行カリキュラム
に反映されている。
目　　　的
　本研究では，本学の教養教育の歴史をふまえ特
に1970年（昭和45年）以降の学部分属（教養担当
教員の学部所属のこと，以下分属）体制のもと学
部ごとに開講，運用されている教養科目の再考に
ついて，文学部を事例に検討し今後の保健体育科
目との関連性について明らかにすることを目的と
する。
中央大学の教養教育の歴史
　1970（昭和45）年に一般教育担当教員，語学担
当教員，体育担当教員が各学部に分属した。その
理由については種々あるが，各学部教授会が責任
母体として全ての教員人事を行い，雇用形態の一
元化を図ることもひとつであった。
　その後，1978年（昭和53年）の文系 4学部の多
摩移転があり，学部縦割りの教養教育体制は強化
された。文系 4学部共に夜間部があり文学部の 1
年次は，週12時間（月〜土） 2曜日が語学（ 4時
間）， 2曜日が一般教育（ 4時間）， 1曜日体育
（ 2時間）， 1曜日基礎演習（ 2時間）という固定
時間割で授業が実施された。
　1991年の大綱化以降も，学部ごとに教養教育の
総単位数や実施形態の改革を行い，文学部は，
1995年から専門科目68単位，基礎演習12単位，共
通科目28単位，語学16単位，体育 3単位，計127
単位となった。1990年代後半から初年次教育，導
入教育の必要度が高まり，2000年から 1学科13専
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攻となったカリキュラムは，専門科目68単位，共
通科目30単位の他，総合教養科目31単位（語学16
単位，体育 3単位，基礎演習 ８単位，研究基礎 4
単位）を必修科目とし，総合教養科目のうち語学
4単位，体育実技 1単位，研究基礎 4単位，計 9
単位をスクリーン科目に指定し， 3年次への進級
要件とした。その後，2008年から基礎演習 4単位
がスクリーン科目に加えられ，計13単位となっ
た。2011年からの現在のカリキュラムは，総合教
養科目の一部改編と ８つの領域のテーマ制授業を
副専攻扱いで提示した。スクリーン科目の指定は
変更無し（一部，単位数の変更有り，後述）（注1）。
文学部の体育
　大綱化以後1995年からのカリキュラム変更に際
して文学部では，専門教育，基礎演習，一般教
育，語学，体育（講義と実技）の ６項目の学生評
価を実施した（各学年300名，計1200名）。その結
果，第一位「体育実技」，第二位「専門教育」，第
三位「体育講義」であった（注2）。この要因のひと
つは，1990年に社会学科，教育学科を増設した際
に，講義クラスを 4クラスから ８クラスに時間数
を増やして選択領域を広げ，よりニーズの高い授
業内容の選択が可能になったことがあげられる。
その視点で「体育実技」を再点検した結果， 1年
次月曜日， 2年次金曜日というかつての夜間部同
様の固定的な時間割を打破できない現状があった
ので，選択種目の数を増やすことと，多摩移転後
昼間部では開講していなかったキャンプやスキー
等の集中授業の履修ができるように変更した。同
時に共通科目に「現代社会とスポーツ」や「体
育・スポーツ演習」等のより専門性の高い授業を
６科目開講した。1995年時点で，共通科目の中に
体育・スポーツ関連科目の開設が始まり，商学
部，文学部，理工学部で開講された。2000年のカ
リキュラム変更に際しては，共通科目のみ「エク
ササイズと食事の科学」「スポーツ科学論」の 2
科目を開講した（授業科目名の変更，計 ６科目開
講は変更無し）。2011年からのカリキュラム変更
では，実技と講義を合わせた「体育の科学（演
習）」通年 2単位を必修科目として開講し，「健康
と睡眠の科学」「運動と心理」等FLPスポーツ健
康科学を履修している他学部生も履修できる科目
を 5科目開講した。
　上記2011年時のスクリーン科目13単位は，体育
が演習科目となったことで 2単位増となったが，
研究基礎 2科目 4単位が 1科目 2単位「大学生の
基礎」となったので総単位数は，12単位となっ
た（資料 1，2）。
文学部の特色と課題
　文学部の教養教育は，大綱化以後一般教育は共
通教育担当，語学は，英文学，独文学，仏文学の
各専攻が担当，中国語教員のみ語学担当教員で
あったが2000年から中国言語文化専攻となったの
で，語学教育だけを担当する専任教員はいない。
　体育は，講義と実技を合わせた演習授業「体育
の科学（演習）」通年 2単位と共通科目 9 科目半
期 2単位，社会教育特殊講義（ 3）通年 4単位を
担当している。1990年代後半から新たに開講を始
めた初年次教育，導入教育，キャリア教育等は総
合教養科目運営委員会が責任母体となって運営し
ている。分属後各学部で委員会責任体制の運営が
行われているが，初年次教育，導入教育，キャリ
ア教育等については学部ごとの実態も共有されて
いない。その理由のひとつは，現在の共通教育に
は一般教育科目連絡協議会という全学部横断的な
委員会があり，体育にも保健体育教科運営委員会
があるが，教養教育の新たな教科目となった初年
次教育等については，文学部にも専任教員の担当
者がいないし全学的な委員会も設置されていない。
　1990年代後半から初年次等の新たな教養科目の
必要性が多くの大学で検討された理由としては，
少人数教育によるゼミナール形式の基礎的な演習
が必要であるという主張でもあった。文学部で
は，筆者が学生であった駿河台キャンパス時代か
ら「基礎演習」という専門につなぐための基礎を
学ぶ教科が 1，2 年生対象に開講され，現在も開
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講している。この教科は，現在の区分でいいかえ
れば基礎から専門につながる導入教育科目の役割
を果たしている。この科目は，現在13専攻の専門
の基礎教育を各専攻の専任教員を中心に担当して
いる科目でもある。この「基礎演習」科目を40数
年前から開講してきたことや語学教育を専攻の外
国語専攻の教員が担当してきたこと等も文学部の
特色といえる。その一方で，専攻ごとに対応する
ことが難しい初年次教育やキャリア教育において
は，文学部としての責任体制がまだ不十分である
といわざるをえない。他学部の初年次教育にあた
る「導入演習」（法学部），「ベーシック演習」（商
学部）等は，50〜70人の専任教員が毎年担当して
いる（文学部では，毎年 ８ 名）。現在の専任教員
ではカバーしきれない教職担当や入試（国語，社
会）担当は，特任教員を採用して学部及び全学運
営をしている実績があるので，初年次教育やキャ
リア教育についても同様の人事を検討する時期に
きているといえる。喫緊の課題としては，学部の
教養教育に新たな教員を採用し，責任体制を強化
していく必要がある。
体育と初年次教育科目との関連
　文学部の初年次教育科目である「大学生の基礎
（ 1）」は，1995年から「研究基礎（ 1）」という
名称でアカデミックスキル，スチューデントスキ
ル，キャリア教育の 3領域の内容で授業を展開し
ている。このうちスチューデントスキルは，大学
生の健康生活やより良いキャンパスライフにつな
がる内容を専門の外部講師に依頼している。「大
学生の性と生」「大学生とドラッグ」，「大学生と
人権」の授業では，生徒から学生へというキー
ワードで学生に対して問題提起している（資料
3，4）。もともとこのテーマの中に「大学生の喫
煙と飲酒を考える」という授業を開講して筆者が
担当している時期もあった。現在は，実技と講義
をあわせた演習形式の授業になったので， 1年生
全員に購入してもらうテキストに掲載して体育の
授業で講義している。そのテキストにも紹介して
いるが，喫煙や飲酒の問題は，単に健康問題だけ
で取り組めば良いものではなく，モラル，ハラス
メント（人権），生体への作用（アルコール耐性
等），異文化理解（留学生，宗教）等，多様な領
域との関わりがある。現在多くの大学で取り組ま
れている「初年次教育」の授業内容に，喫煙や飲
酒の問題が上記の視点で開講されている。その意
味においても，体育科目と初年次教育との有効な
関係性も今後さらに検討する必要がある。
　大学教育学会の紀要や全国大学体育連合の「体
育学研究」では，自学自習（宿題や予習）の視点
からの課題解決や，健康生活実現への主体的な取
り組み効果等について心理学的アプローチを試み
ている（木内ら 2003，2012）。ここでは，体育の
授業が，特に 1年次の学生たちにとって初年次教
育（入学後の大学生活への適応，生徒から学生
へ，大学生の提出レポートの指導等に効果があ
る）としての役割を果たしている事例を報告して
いる。
　本学でも各学部で開講されている体育が， 1年
次から 2年次へ，さらには 3， 4年次のカリキュ
ラムとどのような繋がりがあり，どのような成果
をあげているかという検証が必要である。
まとめ（提言を中心に）
　本研究では，中央大学の教養教育について分属
後の，特に大綱化以降の文学部の事例（体育を含
む教養教育の視点）を中心にその歴史と現状，そ
して今後の課題を提示した。
1 ．全学部横断的な教養教育を考える時期にきて
いるということを再度強調したい。
　　この40数年間の学部ごとの取り組みには学部
の特色を生かした効果もあったことは事実であ
る。しかしながら特に共通科目については，語
学や体育とより関連する領域を持っているし，
新たな教養科目となった初年次教育等について
も同様である。
2 ．具体的な提言としては，全学体制づくりを早
急に行うことも現実的ではないので，まず学部
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ごとに全学体制にも対応できる教養教育体制の
モデルを提示して実質的な成果をあげることか
ら始めることを提言したい。
　　文学部の教養教育モデル（特に初年次教育と
体育の関係性等）を実現し成果を上げれば，全
学教養教育体制づくりのモデルとして重要な先
行事例となる。
　　今後こうした議論が各学部でもかわされ，よ
り早く実現されることを期待する。
注
（注 1）2000年からのカリキュラム改革で，それまでの
一般教育科目が共通科目という名称に変更され，
2010年まで継続した。2011年からのカリキュラム改
革で自由選択科目の中に，学部間共通科目という用
語と総合教育科目群の中の共通科目という用語が示
されているが，これは2000年からの共通科目の細分
化が図られたことによる。
　　2010年までは卒業要件科目として，「研究基礎
（ 2）」 2単位，「体育講義」 2単位があったが，2011
年から「研究基礎（ 2）」 2単位は廃止，「体育講義」
2単位は，「体育の科学（演習）」通年 2単位となっ
たため，それまでの「体育実技」 1単位と「体育講
義」 2単位，計 3単位から 1 単位減となった。この
改革により，卒業単位が129単位から126単位となっ
た。
（注 2）1991年の大綱化を受けて文学部では，新たな取
り組みについて教員調査（どのようなカリキュラム
改革が必要か）を行った。学生評価の内容は，「専門
科目」「外国語科目（第一，第二）」という項目ごと
に，「役に立っているか」という視点で学生の満足度
調査を全学年対象に実施した。その結果，第一位「体
育実技」，第二位「専門科目」，第三位「体育講義」
であった。
　　その後は，大学基準協会が義務づけている「授業
評価」を毎年学部全体で実施しているが，その結果
については「専門教育」「外国語」「体育」という授
業領域（セクション）ごとの結果を出したり開示し
たりすることはしないという取り決めにより，詳細
な実態把握ができていない（担当教員の授業改革に
役立てることに主眼がおかれている）。
　　筆者は，各学部の授業領域（セクション）ごとの
「授業評価」結果を開示し，個人の授業のみならず授
業領域（セクション）のその後のカリキュラム改革
に役立てていくことが重要であると考えている。
　　まとめに記した，全学体制の構築の提言は，「授業
評価」結果の開示にも共通する課題である。
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　〔資　料〕
資料 1 　文学部卒業要件
⑶　卒業要件
　卒業に必要な単位数は各専攻とも次の表の通りです。それぞれの区分・系列で必要な単位数を満たし，かつ総単位
数を満たし，かつ文学部に 4年間在学すると，卒業ができ学位が与えられます。
　なお， ８年間を超えて在籍することはできません。
区　　分 系　　列 卒業に必要な単位数
専攻科目群
基礎演習科目 ８単位
68単位必修科目
専攻によって異なる
選択科目
総合教育科目群
初年次教育 大学生の基礎⑴ 2単位
28単位
外国語科目 専攻によって異なる
健康・スポーツ 体育の科学（演習） 2単位
特別教養科目 4単位
アカデミック外国語・スキルアップ外国語 ―
共通科目 ―
自由選択科目
自専攻科目の68単位超過分
30単位
総合教育科目の必修単位超過分
他学部履修科目（30単位まで）
大学院履修科目（ ８単位まで）
学部間共通科目
卒業に必要な最低修得単位数 126単位
随意科目 卒業に必要な単位に含まれない
⑷　履修のルール
①　各専攻ごとに表示したカリキュラム表の科目が，卒業までに履修できる全ての科目です。専攻科目のうちゴシッ
ク体（太字）で表示した科目（＝ゴシック科目）は，他専攻の学生も履修できます。
②　①に記した範囲で下級年次に配当されている科目は，全て履修できます。
③　以下の科目は履修できません。
　・上級年次に配当されている科目
　・既に単位を修得した科目
　・クラス別の科目で指定されたクラス以外の科目
　・同一科目名の科目
　　ただし，B群外国語は各専攻のカリキュラム表に記載されている数を履修できます。
　　例）EnglishReading ⑴〜⑷と記載されている場合は「EnglishReading」を 4つまで履修できます。
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資料 2 　文学部スクリーン制度
⑸　年間最高履修単位数
　新規履修できる最高履修単位数は，44単位です。その範囲内で毎年の授業時間割に基づいて，学年毎に履修計画を
立ててください。
　修学を延長した場合は，卒業までに履修可能な総単位数（176単位）から前年度までに修得した単位数を差し引いた
数が，その年の最高履修単位数になります。ただし，上限は44単位です。
⑹　スクリーン制度
　 2 年次から 3 年次へ進級する際，以下の科目（12単位）を修得しなければ 2 年次に留年となり， 3 年次以上の配当
年次科目を履修することができません。よって自動的に 4 年間で卒業できないことになります。
　○大学生の基礎⑴ 2 単位
　○体育の科学（演習） 2 単位
　○外国語科目  4 単位
　　（アカデミック外国語・スキルアップ外国語は対象としない）
　○フランス語文学文化・中国言語文化・日本史学・西洋史学・哲学専攻の学生は所属専攻の基礎演習　 1科目 4単
位
　　国文学・英語文学文化・ドイツ語文学文化・東洋史学・社会学・社会情報学・教育学・心理学専攻の学生は所属
専攻の基礎演習　 2科目 4単位
　　但し，総修得単位数が40単位以上で，かつ上記の科目のうち，不合格科目が 1科目のみの場合は，専攻の教員と
面談のうえ，スクリーン制度の適用を保留することがあります。
⑺　副専攻の履修
Ⅰ．副専攻の趣旨
　副専攻は，学生諸君がそれぞれの専攻科目（いわば主専攻科目）を履修しながら，独自の教育目標や到達目標を持っ
た別の新しい専門分野を系統的に学ぶ制度です。大学は主体的に勉学するところといわれますが，明確な目的を持っ
て 2つの分野（主専攻・副専攻）を学習し，密度の高い学識・技能を身につけるようにしてください。それによって，
社会で必要とされる複眼的思考が養成されます。
Ⅱ．副専攻の種類
　副専攻は，共通科目に設置している「比較文化副専攻」のほか，専攻科目の副専攻も開設します。
　詳細はガイダンス期間中に別途お知らせします。
Ⅲ．履修のルール（副専攻の履修については申請が必要です。詳細は掲示でお知らせします。）
　①　副専攻の修了要件
　　・各副専攻で開講している科目のうち，演習科目を含めて最低20単位以上を修得していなければなりません。
　　・各副専攻での修了要件を満たした人には，卒業時に副専攻修了証書を発行します。
　　・修得した単位は，総合教育科目群の中で卒業に必要な単位に算入されます。
　　・修得した単位が20単位未満の場合でも，総合教育科目群の中で卒業に必要な単位に算入されます。
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資料 3 　2013年度「大学生の基礎 ⑴」
4 月11日（第 1回）　授業概要と評価方法等 コーディネーター（各時限責任者）
【前期】木曜 3限　山下　真史，林　明子，黒河内　利臣
木曜 4限　石村　 広，新免　 康，黒河内　利臣
木曜 5限　中村　昇，山田　昌弘，黒河内　利臣
4月18日（第 2回）　大学生のレポート⑴ 黒河内　利臣
　大学生に求められるレポートは，大学で学ぶさまざまな知識の総合的な成果物である。専門分野を問わない，大学生として期待され
るごく一般的なレポートとはどのようなものか，初歩的な知識を確認しよう。
4月25日（第 3回）　大学生のレポート⑵ 黒河内　利臣
　レポートは文献・資料なしに作成することはできない。また，使用するにしても信頼性（専門性）の低いものを使用すれば，レポー
トの価値も下がります。レポート作成に限定せず，大学生の学習場面で使ってよい文献や資料，データとはどのようなものかを確認し
よう。
5月 9日（第 4回）　レポートについて（各コーディネーターの教室） コーディネーター
5月16日（第 5回）　大学生の性と生 村瀬　幸浩
　若者たちの性行動の早期化が指摘されて久しい。また，性体験における男女の性差は基本的に消滅したといわれる。そのこと自体当
然視して然るべきだが，問題はそれらが若者たちの「幸せな性」につながっているかである。本講義では，恋人間のデートDVの実態
を取り上げ，その背景をなす恋愛観・セックス観を考察しながら，幸せな性に向けての関係づくりと性的自己決定力について追求して
みたい。
　参考文献：村瀬幸浩著『恋人とつくる明日』（十月舎刊）1,500円＋税
5 月23日（第 ６回）　大学生とドラッグ 富永　滋也
　まじめで几帳面な人ほど陥りやすい心の病気「依存症」の問題が近年，社会問題になっている。講義では，薬物依存症とその回復を
テーマに，依存症という病気の背景にある家族の問題，暴力の問題，人間関係の問題などを解説する。話者は元ジャーナリストで，阪
神淡路大震災やオウム真理教事件の取材中にワーカホリック（仕事依存）と薬物・アルコール依存症による挫折を経験した。社会復帰
後に臨床心理学を学び直し臨床心理士として働いている。自身の挫折経験や臨床経験を披露し，孤独に陥りがちな現代の若者たちに，
こころの健康について呼びかける。
5月30日（第 7回）　大学生と人権 藤井　輝明
　見た目の問題について考える　〜啓発実践報告について〜
　世の中には容貌容姿で苦しんでいる人が多く存在します。海綿状血管腫の当事者でもある講師自身が実践している啓発活動を紹介
し，生きることの意味，学ぶことの大切さを後輩のみなさんにわかりやすく説明します。
６月 ６日（第 ８回）　大学生のレポート⑶ 黒河内　利臣
　レポートでは，示されたテーマから問題を発見し，その問題について原因と結果の関係を想定し，解決の方向性を仮説として提示し
たい。このうち，その分野（テーマ）における問題点の発見は，論文作成のなかでもっとも重要な作業である。その作業のコツを実習
とともに確認する。
６月13日（第 9回）　大学生のレポート⑷ 黒河内　利臣
　問題の所在を明らかにするだけではなく，その問題を解決する方法についての考察もしなければならない。特に，意識や感情に訴え
るのではなく，具体的な行動による解決方法を目指すのが理想である。具体的な解決方法を考察する方法を確認しよう。
６月20日（第10回）　大学生のキャリア教育 キャリアセンター
　キャリアセンターは学生ひとりひとりのキャリアデザインを支援します。 1年生から気軽にキャリアセンターを利用し，学生時代の
過ごし方，将来の生き方（キャリアデザイン）について考えるきっかけにしてください。この時間では，入学時に配布した『キャリア
デザイン・ノート』を使い，自分の行動特性レベルの伸ばし方やキャリアについて考えます。また，インターンシップ等のキャリア支
援情報を紹介します。
　※この回には必ず『キャリアデザイン・ノート』と『C-compass 活用マニュアル』を持参してください。
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６ 月27日（第11回）　 4年生とキャリア（各コーディネーターの教室） コーディネーター
7月 4日（第12回）　文学部卒業生とキャリア 文学部卒業生
7月11日（第13回）　まとめレポート⑸【配点16点】 黒河内　利臣
　「大学生のレポート」の 4回では，大学生が提出するレポートについての，ごく初歩的なルールやアプローチ方法を確認してきまし
た。その復習を，実習形式でおこないます。
7月18日（第14回）　予備日
7月25日（第15回）　総まとめ（各コーディネーターの教室） コーディネーター
資料 4 　大学生の基礎 ⑴　担当専攻スケジュール
担当専攻スケジュール
（ ８専攻を選出）
2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
1 英語文学文化 国文学 フランス語文学文化 日本史学 社会情報学 哲学 心理学
2 ドイツ語文学文化 中国言語文化 西洋史学 東洋史学 教育学 社会学 体育
3 フランス語文学文化 日本史学 社会情報学 哲学 心理学 英語文学文化 国文学
4 西洋史学 東洋史学 教育学 社会学 心理学 ドイツ語文学文化 中国言語文化
5 社会情報学 哲学 体育 英語文学文化 国文学 フランス語文学文化 日本史学
６ 教育学 社会学 体育 ドイツ語文学文化 中国言語文化 西洋史学 東洋史学
7 心理学 英語文学文化 国文学 フランス語文学文化 日本史学 社会情報学 哲学
８ 体育 ドイツ語文学文化 中国言語文化 西洋史学 東洋史学 教育学 社会学
専攻 担当回数 合計回数
国文学 1 1 1 1 4
英語文学文化 1 1 1 1 4
ドイツ語文学文化 1 1 1 1 4
フランス語文学文化 1 1 1 1 4
中国言語文化 1 1 1 1 4
日本史学 1 1 1 1 4
東洋史学 1 1 1 1 4
西洋史学 1 1 1 1 4
哲学 1 1 1 1 4
社会学 1 1 1 1 4
社会情報学 1 1 1 1 4
教育学 1 1 1 1 4
心理学 1 0 2 1 4
体育 1 2 0 1 4
合計 ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８
